
令和８年度採石業イメージアップに係る採石場見学バスツアー 

企画運営及びパンフレット作成業務委託 基本仕様書 

 

１ 委託業務名 

令和８年度採石業イメージアップに係る採石場見学バスツアー企画運営及びパン

フレット作成業務委託 

 

２ 目的 

採石業は、岩石や砂を採取し、道路建設などのインフラ整備に必要なコンクリー

ト等の骨材を安定供給するなど、社会基盤整備に重要な役割を果たしている業種で

ある。 

採石場見学バスツアーを通して、県民、特に次世代を担う小学生等とその保護者

に、採石業に関する理解を深めてもらい、採石業に対するイメージアップを図る。 

また、パンフレットについて、高校生年代を中心とした若い世代に採石業の魅力

を伝え、採石業を就職先として意識させる。 

以上により、採石業界の人材確保に向けた取組みにつなげることを目的とする。 

 

３ 業務内容 

（１）バスツアーの企画及び調整 

（２）バスツアーの広報及び参加者の募集 

（３）バスツアーの実施及び当日の運営 

（４）高校生向けパンフレットの作成 

【内容の特記事項】 

次の業務に必要な経費は受託者が負担すること。 

（１）バスツアーの企画及び調整 

・県内の小学生等及びその保護者を対象とした、採石場の現地見学バスツアーを企

画すること。 

・バスツアー参加者の参加費は無料とすること。 

・貸切バス１台程度で実施可能な参加人数（４０名程度）を開催規模の目安とする

こと。 

・バスツアーの行程には、次の見学先を設定すること。 

①採石場見学 

株式会社江口興産 宮浦採取場(葦北郡芦北町大字宮浦字天狗松３５２－１ほか) 

②採石業で産出された製品が役立てられている場所の見学 

「南九州西回り自動車道 芦北出水道路」の工事現場を予定 

見学先の都合等により上記の見学先で見学できなくなった場合は、委託者と協議

のうえ、代替の見学先を設定すること。 



・バスツアー内容は、参加者の採石業への理解が深まり、イメージアップが図られ

るものとすること。また、次の点について学習できる機会となるよう企画するこ

と。特に、小学生等にとって理解しやすく、興味が持てる内容となるよう工夫す

ること。 

   ①採石業の仕組み 

   ②採石業が社会の中で果たしている役割 

   ③採石業者が行っている災害防止や環境配慮のための取組み 等 

・バスツアー実施にあたって、事前に委託者及び現地見学受け入れ先の事業者等と

企画内容等について十分な調整を行うこと。 

・実施時期は気候等を考慮し１１～１２月初旬頃を目安とし、１日間実施すること。 

・集合地と解散地は、熊本市内で参加者の利便性の良い場所を選定すること。 

・バス等の当日の移動手段に加え、レストラン等での食事、飲み物、ヘルメット等、

必要な物品の手配を行うこと。 

・小学生が採石業に関する理解を深められるような記念品を作成し、バスツアー実

施時に配布すること。（例：砕石の製造工程や用途例を写真や図で説明している

下敷き。） 

・参加申込のとりまとめ、参加者の傷害保険への加入手続、参加者への連絡等を適

切に行うこと。 

（２）バスツアーの広報及び参加者の募集 

・新聞、ラジオ、折込チラシ等の広告媒体を活用した周知活動を行い、定員を満た

すよう参加者を集めること。活用する媒体の種類及び内容等は受託者が企画選定

すること。 

・その他、参加者を募るための効果的な広報を行うこと。 

（３）バスツアー実施及び当日の運営 

・バスツアー当日の各種運営を行うこと。 

・バスツアーの様子を写真で撮影すること。 

・バスツアー終了後、参加者へアンケート調査を行うこと。 

・参加者の安全確保を最優先にするとともに、万が一事故等が発生した際の対応体

制を整えておくこと。 

（４）高校生向けパンフレットの作成（Ａ４縦、８ページ程度） 

・印刷、パソコン及びスマートフォンでの閲覧が可能で、高校生年代を中心とした

若い世代に採石業の魅力が伝わり、「採石業で働きたい」と感じられるもので、次

の内容を盛り込んで作成すること。 

① 採石業の基礎知識（採石業の役割、製造工程、県内での規模等） 

② 採石業における職種、業務内容、１日の業務の流れ 

③ 採石業の魅力や未来、就業後の将来像 

④ 採石業で使用する機械や設備 

⑤ 災害防止や環境配慮に関する取組み 



⑥ 採石業Ｑ＆Ａ（高校生が知りたい質問 例：給料、女性労働者） 

⑦ 県内組合紹介、県ホームページ（採石業をご存じですか？）のＱＲコード 

 

４ 委託期間 

契約締結の日から令和９年(２０２７年)２月２５日(木)まで 

 

５ 業務執行体制 

担当者及び責任者を配置すること。なお、業務内容や進捗状況について県担当者と

密に協議を行うこととし、協議の際は、原則として担当者と責任者が出席すること。 

 

６ 成果品 

（１）業務完了報告書（紙及び電子データ）を提出すること。 

業務完了報告書には、実施した業務全体の概要、バスツアー実施結果等につい

て記載するとともに、実施状況がわかる写真等を添付すること。 

（２）高校生向けパンフレット（電子データ）を提出すること。 

※電子データはパスワードを設定したＵＳＢメモリ等データの取出しが可能な

記録媒体により提出すること。 

 

７ その他 

（１）成果品の著作権は熊本県に帰属する。 

（２）受託者は、個人情報保護法を遵守し、情報漏洩がないよう個人情報の管理を適

切に行うこと。 

（３）受託者は、業務遂行上必要と認められるものであり、本仕様書の解釈に疑念が

生じた事項及び本仕様書に明記がない事項については、県と協議のうえ解決する。 

（４）委託期間中及び期間の終了後において、委託者が必要と認める場合は、受託者

に対しこの業務に関して必要な報告を求め、又はその職員が日時・方法等を協議

の上、受託者の事務所に立ち入り、帳簿、書類その他の物件を調査させることが

できる。 


